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はじめに

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, ix ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮で

きます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全について

の警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLmailto:ucs-docfeedback@cisco.comドキュメント内のフィードバックフォーム
よりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

概要

• 概要, 1 ページ

• Cisco UCS Centralユーザマニュアルリファレンス, 1 ページ

概要
このガイドでは、Cisco UCS Centralストレージ管理に固有の次のコンポーネントに関する概念情
報と手順情報を提供します。

•ポートとポートチャネル

• SANと VSAN

• vHBA

•ストレージプール

•ストレージポリシー

•ストレージプロファイル

Cisco UCS Centralユーザマニュアルリファレンス
リリース 1.4から、Cisco UCS Centralのユーザガイドがいくつかの使用事例ベースのマニュアル
に分割されました。 Cisco UCS Centralを理解または設定する場合に適切なマニュアルを使用でき
ます。
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説明ガイド

Cisco UCSインフラストラクチャ、Cisco UCS
Manager、および Cisco UCS Centralの概要が記
載されています。HTML5UIの概要、CiscoUCS
CentralでのCiscoUCSドメインの登録方法、お
よびライセンスのアクティベーション方法が記

載されています。

Cisco UCS Central Getting Started Guide

ユーザ管理、通信、ファームウェア管理、バッ

クアップ管理、SmartCallHomeなどの管理タス
クに関する情報が記載されています。

Cisco UCS Central Administration Guide

パスワード、ユーザとロール、RBAC、
TACACS+、RADIUS、LDAP、SNMPなどの認
証タスクに関する情報が記載されています。

Cisco UCS Central Authentication Guide

機器ポリシー、物理インベントリ、サービスプ

ロファイルとテンプレート、サーバプール、

サーバのブート、サーバポリシーなどのサーバ

管理に関する情報が記載されています。

Cisco UCS Central Server Management Guide

ポートとポートチャネル、VSANとvHBAの管
理、ストレージプール、ストレージポリシー、

ストレージプロファイル、ディスクグループ、

ディスクグループ設定などのストレージ管理に

関する情報が記載されています。

Cisco UCS Central Storage Management Guide

ポートとポートチャネル、VLANと vNICの管
理、ネットワークプール、ネットワークポリ

シーなどのネットワーク管理に関する情報が記

載されています。

Cisco UCS Central Network Management Guide
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第 2 章

ポートとポートチャネル

• サーバポートとアップリンクポート, 3 ページ

• ユニファイドポート, 4 ページ

• ポートモード, 6 ページ

• ポートロール, 7 ページ

• ユニファイドポートの設定に関するガイドライン, 7 ページ

• ユニファイドポートの設定, 9 ページ

• ポートの設定, 10 ページ

• 拡張性ポートとブレイクアウトポート, 16 ページ

• 設定済みポートの管理, 17 ページ

• ポートチャネルの作成, 17 ページ

• ファイバチャネルスイッチングモード, 20 ページ

• ピングループ, 21 ページ

• ポート設定ステータスの表示, 23 ページ

サーバポートとアップリンクポート
各ファブリックインターコネクトには、次のポートタイプを含めることができます。

サーバポート

サーバポートは、ファブリックインターコネクトとサーバ上のアダプタカードとの間の

データトラフィックを処理します。

設定できるのは固定ポートモジュールのサーバポートだけです。拡張モジュールにはサー

バポートは含まれません。
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アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートは、ファブリックインターコネクトと次のレイヤのネッ

トワークとの間のイーサネットトラフィックを処理します。すべてのネットワーク行きの

イーサネットトラフィックは、これらのポートのいずれかにピン接続されます。

デフォルトでは、イーサネットポートは未設定です。ただし、次のようにして機能するよ

う設定できます。

•アップリンク

• FCoE

•アプライアンス

固定モジュールまたは拡張モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。

アップリンクファイバチャネルポート

アップリンクファイバチャネルポートは、ファブリックインターコネクトとストレージ

エリアネットワークの次のレイヤとの間のFCoEトラフィックを処理します。すべてのネッ
トワーク行きの FCoEトラフィックは、これらのポートのいずれかにピン接続されます。

デフォルトでは、ファイバチャネルポートがアップリンクです。ただし、ファイバチャネ

ルストレージポートとして動作するよう設定できます。これは、Cisco UCSにダイレクト
アタッチドストレージ（DAS）デバイスとの接続が必要な場合に役立ちます。

設定できるのは拡張モジュールのアップリンクファイバチャネルポートだけです。固定モ

ジュールには、アップリンクファイバチャネルポートは含まれません。

ユニファイドポート
Cisco UCS 6200シリーズ Fabric Interconnect以降のすべてのポートが、ユニファイドであり、イー
サネットトラフィックまたはファイバチャネルトラフィックを伝送するように設定できます。

これらのポートは予約されていません。設定しなければ、Cisco UCSドメインがこれらのポート
を使用することはできません。

ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設

定されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが

中断されることがあります。ポートは設定後にディセーブルにすることができます。

（注）

ユニファイドストレージポート

ユニファイドストレージは、イーサネットストレージインターフェイスおよび FCoEストレージ
インターフェイスと同じ物理ポートを構成しています。アプライアンスポートまたは FCoEスト
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レージポートを固定モジュールまたは拡張モジュールのユニファイドストレージポートとして

設定できます。ユニファイドストレージポートを設定するには、ファブリックインターコネク

トをファイバチャネルスイッチングモードにする必要があります。

ユニファイドストレージポートでは、個々の FCoEストレージまたはアプライアンスインター
フェイスをイネーブルまたはディセーブルにできます。

•ユニファイドストレージポートでは、アプライアンスポートに対してデフォルト以外の
VLANが指定されていない場合、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドストレージポート
のネイティブ VLANとして割り当てられます。アプライアンスポートにデフォルト以外の
ネイティブ VLANがネイティブ VLANとして指定されている場合、それがユニファイドス
トレージポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。

•アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理
ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレー

ジでアプライアンスインターフェイスをディセーブルにすると、FCoEストレージが物理ポー
トとともにダウン状態となります。これは、FCoEストレージがイネーブルになっている場
合でも同様です。

• FCoEストレージインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する
VFCがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ
ポートでFCoEストレージインターフェイスをディセーブルにした場合、アプライアンスイ
ンターフェイスは正常に動作し続けます。

ユニファイドアップリンクポート

同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定した場
合、それらはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。 FCoEまたはイーサネットイン
ターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する VFCがイネーブル
またはディセーブルになります。

•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポート
がイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成している

物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします（FCoE
アップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリンクをディ
セーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクがイネーブルであ
れば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常に動作することが
できます。
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ポートモード
ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファイ

バチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ファブリックインターコネクトは

自動的にポートモードを検出しません。 Cisco UCS Centralでポートモードを設定します。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられま

す。VLANやVSANなど、そのポートの設定に関連付けられているオブジェクトはすべて削除さ
れます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートモードの変更のデータトラフィックへの影響

ポートモードの変更は、Cisco UCSドメインのデータトラフィックへの割り込みを引き起こす場
合があります。割り込みの長さや影響を受けるトラフィックは、Cisco UCSドメインの設定およ
びポートモード変更を行ったモジュールに依存します。

システム変更中のトラフィックの中断を最小限にするには、固定と拡張モジュールにファイバ

チャネルアップリンクポートチャネルを形成します。

ヒント

ポートモード変更の拡張モジュールへの影響

拡張モジュールのポートモードの変更後、モジュールを再起動します。拡張モジュールのポート

を通過するすべてのトラフィックは、モジュールのリブート中に約 1分間中断します。

ポートモード変更のクラスタ設定の固定モジュールへの影響

クラスタ設定には 2個のファブリックインターコネクトがあります。固定モジュールへのポート
変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。データトラフィックの影

響は、1つのファブリックインターコネクトに障害が発生したときにもう一方にフェールオーバー
するようサーバ vNICを設定したかどうかに左右されます。

1つのファブリックインターコネクトの拡張モジュール上のポートモードを変更し、第 2のファ
ブリックインターコネクトのポートモードを変更する前のリブートを待つ場合、次のことが発生

します。

•サーバ vNICのフェールオーバーでは、トラフィックは他のファブリックインターコネクト
にフェールオーバーし、中断は発生しません。

•サーバ vNICのフェールオーバーがない場合、ポートモードを変更したファブリックイン
ターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクト

がリブートする約 8分間中断されます。

両方のファブリックインターコネクトの固定モジュールのポートモードを同時に変更すると、

ファブリックインターコネクトによるすべてのデータトラフィックが、ファブリックインター

コネクトがリブートする約 8分間中断されます。
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ポートモード変更のスタンドアロン設定の固定モジュールへの影響

スタンドアロン設定にはファブリックインターコネクトが 1つだけあります。固定モジュールへ
のポート変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。ファブリックイ

ンターコネクトによるすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクトがリブー

トする約 8分間中断されます。

ポートロール
ポートロールは、ユニファイドポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義しま

す。

一覧表示されるすべてのポートロールが、固定モジュールと拡張モジュールの両方で設定できま

す。これには、6200シリーズ以降のファブリックインターコネクト拡張モジュールで設定可能な
サーバポートも含まれます。

イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートは、デフォルトでアップリンクイー

サネットポートロールに設定されます。ファイバチャネル（FC）ポートモードに変更されたユ
ニファイドポートは、FCアップリンクポートロールに設定されます。 FCポートは設定解除で
きません。

ポートロールの変更に、リブートは不要です。

ポートモードをイーサネットに設定した場合は、次のポートロールを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

• FCoEストレージポート

• FCoEアップリンクポート

•アプライアンスポート

ポートモードを FCに設定した場合は、次のポートロールを設定できます。

• FCアップリンクポート

• FCストレージポート

ユニファイドポートの設定に関するガイドライン
ユニファイドポートを設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ユニファイドポートは、6100シリーズファブリックインターコネクトではサポートされません。
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ポートモードの配置

CiscoUCSCentralGUIインターフェイスは固定または拡張モジュールのユニファイドポートのポー
トモードの設定に、スライダーを使用するため、ポートモードのユニファイドポートへの割り

当て方法を制限する次の制約事項が自動的に適用されます。 Cisco UCS Central CLIインターフェ
イスを使用する場合は、トランザクションをシステム設定にコミットするときに次の制約事項が

適用されます。ポートモードの設定が次の制約事項のいずれかに違反している場合、Cisco UCS
Central CLIによってエラーが表示されます。

•イーサネットポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールについて
（固定または拡張）、イーサネットポートブロックは最初のポートから開始し、偶数ポー

トで終了する必要があります。

•ファイバチャネルポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールにつ
いて（固定または拡張）、ファイバチャネルポートブロック内の最初のポートは最後のイー

サネットポートの後に続き、モジュール内の残りのポートを含むよう拡張する必要がありま

す。ファイバチャネルポートだけを含む設定では、ファイバチャネルブロックは、固定ま

たは拡張モジュールの最初のポートから開始する必要があります。

•イーサネットおよびファイバチャネルポートの交替は、単一モジュール上ではサポートさ
れていません。

有効な設定例：イーサネットポートモードに設定された固定モジュールにユニファイドポート

1～ 16を含み、ファイバチャネルポートモードにポート 17～ 32を含む。拡張モジュールで
は、ポート 1～ 4をイーサネットポートモードに設定し、ポート 5～ 16をファイバチャネル
モードに設定できます。このポート割り当ては各個別モジュールの規則に準拠しているため、

ポートタイプ（イーサネットポートとファイバチャネルポート）の交替に関する規則に違反し

ていません。

無効な設定例：ポート 16から始まるファイバチャネルポートのブロックが含まれている。ポー
トの各ブロックは奇数ポートから開始する必要があるため、ポート17からブロックを開始しなけ
ればなりません。

各ファブリックインターコネクトで設定可能なアップリンクイーサネットポートおよびアッ

プリンクイーサネットポートチャネルメンバの総数は、最大 31に制限されています。この
制限には、拡張モジュールで設定されるアップリンクイーサネットポートおよびアップリン

クイーサネットポートチャネルメンバも含まれます。

（注）

ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポー

トに関する注意およびガイドライン

以下は、ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートを使用する際に従

うべき注意事項とガイドラインです。
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• FCoEおよびユニファイドアップリンクポートでデフォルトでないネイティブVLANを設定
する必要があります。このVLANは、トラフィックには使用されません。CiscoUCSCentral
はこの目的のために、既存の fcoe-storage-native-vlanを再利用します。この
fcoe-storage-native-vlanは、FCoEおよびユニファイドアップリンクでネイティブ VLANとし
て使用されます。

•ユニファイドアップリンクポートでは、イーサネットアップリンクポートにデフォルトで
ない VLANを設定しないと、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドアップリンクポートの
ネイティブ VLANとして割り当てられます。イーサネットポートにネイティブ VLANとし
て指定されているデフォルトでないネイティブ VLANがある場合、ユニファイドアップリ
ンクポートのネイティブ VLANとしてこれが割り当てられます。

•イーサネットポートチャネル下でメンバポートを作成または削除すると、CiscoUCSCentral
は FCoEポートチャネル下で自動的にメンバポートを作成または削除します。 FCoEポート
チャネルでメンバポートを作成または削除する場合も同じことが起こります。

•サーバポート、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEストレージな
どのスタンドアロンポートとしてイーサネットポートを設定し、それをイーサネットポー

トチャネルまたは FCOEポートチャネルのメンバポートにすると、Cisco UCS Centralは自
動的にこのポートをイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネル両方のメンバに
します。

•サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたはFCoEストレー
ジのメンバからメンバポートのメンバーシップを削除すると、Cisco UCS Centralはイーサ
ネットポートチャネルと FCoEポートチャネルから対応するメンバポートを削除し、新し
いスタンドアロンポートを作成します。

•ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートの場合、2つのインター
フェイスを作成するときは、1つだけライセンスがチェックされます。どちらかのインター
フェイスが有効な限り、ライセンスはチェックされたままになります。両方のインターフェ

イスがユニファイドアップリンクポートまたはユニファイドストレージポートでディセー

ブルの場合にのみライセンスが解放されます。

• CiscoUCS6100シリーズファブリックインターコネクトスイッチは、同一のダウンストリー
ム NPVスイッチ側の 1VFまたは 1VF-POのみをサポートできます。

ユニファイドポートの設定

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 操作アイコンをクリックして、[Unified Port Configuration]を選択します。

ステップ 3 使用するポートモード設定が画面に表示されるまで、マウスでスライダをバーに沿ってドラッグします。

次のようにポートが表示されます。

•イーサネットポートは緑色で表示されます。
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• FCポートは紫色で表示されます。

•ディセーブルにされたポートは淡い緑色または紫色で表示されます。

サーバによっては、イーサネットポートと FCポートのスライダが入れ替わっている場合があ
ります。

（注）

ステップ 4 [Configure]をクリックします。
ユニファイドポートを設定すると、FIがリブートして、CiscoUCSドメインのデータトラフィッ
クが中断する可能性があります。

（注）

ポートの設定

Cisco UCS Centralリリース 1.2または 1.3で設定されたイーサネットアップリンクポートは、
CiscoUCSCentralリリース 1.4ではサポートされません。これらのポートはCiscoUCSManager
で追加設定を行う必要があります。

（注）

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで、[Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の操作アイコンをクリックして、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 ポートの [Role]を選択します。
イーサネットポートの場合は、次のいずれかになります。

• [Appliance]：アプライアンスポートの設定, （11ページ）を参照してください。

• [FCoE Storage]：FCoEストレージポートの設定, （12ページ）を参照してください。

• [FCoE Uplink]：FCoEアップリンクポートの設定, （13ページ）を参照してください。

• [Server]：サーバポートの設定, （14ページ）を参照してください。

• [Uplink]：アップリンクポートの設定, （14ページ）を参照してください。

FCポートの場合は、次のいずれかになります。

• [FC Storage]：FCストレージポートの設定, （15ページ）を参照してください。

• [FC Uplink]：FCアップリンクポートの設定, （16ページ）を参照してください。
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ステップ 6 選択に応じて必要なフィールドに値を入力します。

ステップ 7 [Save]をクリックします。

アプライアンスポートの設定

アプライアンスポートは、直接接続された NFSストレージにファブリックインターコネクトを
接続するために使用されます。

FCoEストレージポートからアプライアンスポートに設定を変更する場合は、そのポートをア
プライアンスのみのポートにするか、ユニファイドストレージポートにするかを管理者ユー

ザが選択できます。

（注）

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで、[Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の操作アイコンをクリックして、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで、[Appliance]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、次の手順を実行します。
a) [Interface User Label]を入力します。
b) ポート速度を選択します。
c) このインターフェイスに関連付けられた Quality of Service設定を選択します。次のいずれかになりま
す。

• [Platinum]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Gold]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Silver]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Bronze]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [BestEffort]：このプライオリティは使用しないでください。ベーシックイーサネットトラフィッ
クレーンのために予約されています。

• [Fibre Channel]：この優先順位は、vHBAトラフィックのみに使用します。
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ステップ 7 [Policies]タブで、フロー制御ポリシー、ピングループ、およびネットワーク制御ポリシーを選択します。

ステップ 8 [VLANs]タブで、ポートを [Truck]ポートと [Access]ポートのどちらにするかを選択し、そのポートに割
り当てる VLANを選択します。

•トランクポートは、複数のVLANを使用することができ、それらのVLANによるトランクリンク上
のスイッチ間の転送が可能です。

•アクセスポートは、1つの VLANを使用し、エンドポイントに接続されます。 VLANがプライマリ
VLANの場合は、セカンダリ VLANが必要です。

選択した VLANが [VLANs from System]カラムに表示されます。 Cisco UCS Managerで作成された VLAN
は、[VLANs Configured on Domain]カラムに表示されます。

ステップ 9 [Ethernet Target Endpoint]タブで、[Enabled]をクリックして、エンドポイントの [Name]と [MAC Address]
を入力します。

イーサネットターゲットエンドポイントは、デフォルトで、ディセーブルになっています。

ステップ 10 [Save]をクリックします。

FCoE ストレージポートの設定
FibreChannel over Ethernet（FCoE）ストレージポートを使用すれば、2つの別々のリンクを、ファ
イバチャネル（FC）トラフィックとイーサネットトラフィックの両方を伝送する1つのストレー
ジとして統合することが可能になります。

アプライアンスポートから FCoEストレージポートに設定を変更する場合は、そのポートを
FCoEストレージのみのポートにするか、それともユニファイドストレージポートにするかを
管理者ユーザが選択できます。

（注）

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]に
設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで、[Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の操作アイコンをクリックして、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。
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ステップ 5 [Role]ドロップダウンで、[FCoE Storage]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、[Interface User Label]を入力します。

ステップ 7 [VSAN]タブで、ポートに割り当てる VSANを選択します。
選択した VSANが [VSAN]カラムに表示されます。 Cisco UCS Managerで作成された VSANは [VSAN on
Domain]カラムに表示されます。

ステップ 8 [Save]をクリックします。

FCoE アップリンクポートの設定
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインターコ
ネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイスです。

このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックとファイバ

チャネルトラフィックの両方を伝送できます。

アップリンクポートから FCoEアップリンクポートに設定を変更する場合は、そのポートを
FCoEアップリンクのみのポートにするか、それともユニファイドアップリンクポートにする
かを管理者ユーザが選択できます。

（注）

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで、[Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の操作アイコンをクリックして、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで、[FCoE Uplink]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、[Interface User Label]を入力します。

ステップ 7 [Policies]タブで、ポートに割り当てるリンクプロファイルポリシーを選択します。

ステップ 8 [Save]をクリックします。
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サーバポートの設定

サーバポートは、ファブリックインターコネクトとサーバ上のアダプタカードとの間のデータ

トラフィックを処理します。サーバポートは、6200シリーズおよび 6300シリーズファブリック
インターコネクト拡張モジュールでのみ設定できます。

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで、[Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の操作アイコンをクリックして、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで、[Server]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、[Interface User Label]を入力します。

ステップ 7 [Save]をクリックします。

アップリンクポートの設定

イーサネットアップリンクポートは、外部 LANスイッチに接続します。ネットワークにバイン
ドされたイーサネットトラフィックがこれらのポートのいずれかに固定されます。

FCoEアップリンクポートからアップリンクポートに設定を変更する場合は、そのポートを
アップリンクのみのポートにするのか、それともユニファイドアップリンクポートにするの

かを管理者ユーザが選択できます。

（注）

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで、[Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の操作アイコンをクリックして、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで、[Uplink]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、次の手順を実行します。
a) [Interface User Label]を入力します。
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b) ポート速度を選択します。

ステップ 7 [VSAN]タブで、ポートに割り当てる VLANを選択します。
選択した VLANが [VLANs from System]カラムに表示されます。 Cisco UCS Managerで作成された VLAN
は、[VLANs Configured on Domain]カラムに表示されます。

ステップ 8 [Policies]タブで、フロー制御ポリシーとリンクプロファイルを選択します。

ステップ 9 [Save]をクリックします。

FC ストレージポートの設定
FCストレージポートを使用すれば、FCストレージデバイスを直接 FI上のポートに接続するこ
とができます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]に
設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで、[Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の操作アイコンをクリックして、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで、[FC Storage]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、[Interface User Label]を入力して、塗りつぶしパターンを選択します。

ステップ 7 [VSAN]タブで、ポートに割り当てる VSANを選択します。
選択した VSANが [VSAN]カラムに表示されます。 Cisco UCS Managerで作成された VSANは [VSAN on
Domain]カラムに表示されます。

ステップ 8 [Save]をクリックします。

Cisco UCS Director ストレージ管理ガイドリリース 1.4    
15

ポートとポートチャネル

FC ストレージポートの設定



FC アップリンクポートの設定
FCアップリンクポートを使用すれば、外部 SANスイッチに接続することができます。

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで、[Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の操作アイコンをクリックして、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで、[FC Uplink]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、[Interface User Label]を入力して、塗りつぶしパターンを選択します。

ステップ 7 [VSAN]タブで、ポートに割り当てる VSANを選択します。
選択した VSANが [VSAN from System]カラムに表示されます。 Cisco UCS Managerで作成された VSAN
は [VSAN Configured on Domain]カラムに表示されます。

ステップ 8 [Save]をクリックします。

拡張性ポートとブレイクアウトポート
Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectには、4つの 10ギガビットイーサネットポートのグ
ループに分割可能な拡張性ポートが複数付いています。

• Cisco UCS 6324 Fabric Interconnectには、サポート対象の Cisco UCSラックサーバ、アプライ
アンスポート、または FCoEポート用のライセンスサーバポートとして使用可能な拡張性
ポートが 1つ付いています。

• Cisco UCS 6332と Cisco UCS 6332-16 UPファブリックインターコネクトには、10ギガビッ
トイーサネットポートに分割可能な 40ギガビットイーサネットポートが複数付いていま
す。
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設定済みポートの管理

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで、[Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 変更する設定済みポートを選択します。

ステップ 4 右端の操作アイコンをクリックします。

ステップ 5 次のいずれかを選択します。

• [Configuration Status]：ポートのステータスを表示します。

• [Configure Port]：ポートの設定を変更できるようにします。

• [UnconfigurePort]：ポート設定情報を削除します。ポートの設定を解除すると、そのポートを使用し
ているすべてのトラフィックが停止します。

• [EnablePort]：ポートの管理状態を [Enabled]に設定します。ポートがディセーブルの場合にのみ表示
されます。

• [Disable Port]：ポートの管理状態を [Disabled]に設定します。ポートがイネーブルの場合にのみ表示
されます。

• [Unconfigure Breakout Port]：4つの 10GbEポートを 1つの 40GbEポートにまとめます。

• [Configure as Breakout Port]：ポートを 4つの 10GbEポートに分割可能な拡張性ポートに変更します。

ステップ 6 必要に応じてフィールドに入力します。

ポートチャネルの作成

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 操作アイコンをクリックして、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 3 [Basic]で、作成するポートチャネルのタイプを選択します。
次のいずれかになります。

• [Ethernet]：イーサネットポートチャネルの作成, （18ページ）を参照してください。

• [FC]：FCポートチャネルの作成, （18ページ）を参照してください。

• [FCoE]：FCoEポートチャネルの作成, （19ページ）を参照してください。

• [Appliance]：アプライアンスポートチャネルの作成, （19ページ）を参照してください。
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ステップ 4 選択に応じて必要なフィールドに値を入力します。

ステップ 5 [Save]をクリックします。

イーサネットポートチャネルの作成

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 操作アイコンをクリックして、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 3 [Basic]で、[Ethernet]を選択して、次の手順を実行します。
a) [Port ID]、[Name]、およびオプションの [Description]を入力します。
b) 管理速度と、自動ネゴシエーションをイネーブルにするかどうかを選択します。

ステップ 4 [Policies]をクリックして、ポートに割り当てるフロー制御ポリシーと LACPポリシーを選択します。

ステップ 5 [VLANs]をクリックして、ポートに割り当てる VLANを選択します。
選択した VLANが [VLANs from System]カラムに表示されます。 Cisco UCS Managerで作成された VLAN
は、[VLANs Configured on Domain]カラムに表示されます。

ステップ 6 [Ports]をクリックして、プラスアイコンをクリックし、ポートをポートチャネルに追加します。

ステップ 7 [Save]をクリックします。

FC ポートチャネルの作成

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 操作アイコンをクリックして、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 3 [Basic]で、[FC]を選択して、次の手順を実行します。
a) [Port ID]、[Name]、およびオプションの [Description]を入力します。
b) 管理速度と、自動ネゴシエーションをイネーブルにするかどうかを選択します。

ステップ 4 [VLANs]をクリックして、ポートに割り当てる VSANを選択します。
選択した VSANが [VSAN]カラムに表示されます。 Cisco UCS Managerで作成された VSANは [VSAN on
Domain]カラムに表示されます。

ステップ 5 [Ports]をクリックして、プラスアイコンをクリックし、ポートをポートチャネルに追加します。

ステップ 6 [Save]をクリックします。
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FCoE ポートチャネルの作成

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 操作アイコンをクリックして、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 3 [Basic]で、[FCoE]を選択します。

ステップ 4 [Port Channel ID]、[Name]、およびオプションの [Description]を入力します。

ステップ 5 [Policies]をクリックして、ポートに割り当てる LACPポリシーを選択します。

ステップ 6 [Ports]をクリックして、プラスアイコンをクリックし、ポートをポートチャネルに追加します。

ステップ 7 [Save]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルの作成

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 操作アイコンをクリックして、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 3 [Basic]で、を選択して、次の手順を実行します。
a) [Port ID]、[Name]、およびオプションの [Description]を入力します。
b) 管理速度と、[Static]モードと動的 [LACP]のどちらを使用するかを選択します。
c) このインターフェイスに関連付けられた Quality of Service設定を選択します。次のいずれかになりま
す。

• [Platinum]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Gold]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Silver]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Bronze]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [BestEffort]：このプライオリティを使用しないでください。ベーシックイーサネットトラフィッ
クレーンのために予約されています。

• [Fibre Channel]：この優先順位は、vHBAトラフィックのみに使用します。
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ステップ 4 [Policies]をクリックして、フロー制御ポリシー、LACPポリシー、ネットワーク制御ポリシー、および
ポートに割り当てるピングループを選択します。

ステップ 5 [VLANs]をクリックして、ポートに割り当てる VLANを選択します。
選択した VLANが [VLANs from System]カラムに表示されます。 Cisco UCS Managerで作成された VLAN
は、[VLANs Configured on Domain]カラムに表示されます。

ステップ 6 [Ethernet Target Endpoint]をクリックして、[Enabled]をクリックし、エンドポイントの [Name]と [MAC
Address]を入力します。
イーサネットターゲットエンドポイントは、デフォルトで、ディセーブルになっています。

ステップ 7 [Ports]をクリックして、プラスアイコンをクリックし、ポートをポートチャネルに追加します。

ステップ 8 [Save]をクリックします。

ファイバチャネルスイッチングモード
ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装置

としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリックイ

ンターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストを使用すると、ファブリックインターコネクトは、仮想ホストバスアダプタ

（vHBA）を介して接続されているすべてのサーバ（ホスト）に代わって、接続されているファイ
バチャネルネットワークに対するエンドホストとして動作することができます。この動作は、

vHBAをファイバチャネルポートアダプタにピン接続することにより実現されます（動的なピン
接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ファイバチャネルポートはファブリック

の残りの部分に対してサーバポート（Nポート）となります。エンドホストモードの場合、ファ
ブリックインターコネクトは、アップリンクポートがトラフィックを相互に転送するのを拒否す

ることでループを回避します。

エンドホストモードは Nポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォルト
のファイバチャネルスイッチングモードです。

エンドホストモードを有効にした場合、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートに固
定ピン接続されていて、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vHBAを
ピン接続し直すことはできず、その vHBAはダウンしたままになります。

（注）

スイッチモード

スイッチモードは従来のファイバチャネルスイッチングモードです。スイッチモードを使用し

て、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続することができます。ファ
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イバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しないポッドモデル（たとえば、スト
レージに直接接続された 1つのCisco UCSドメイン）、または SANが存在する（アップストリー
ムMDSを使用する）ポッドモデルで役に立ちます。

スイッチモードはデフォルトのファイバチャネルスイッチングモードではありません。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ファイバチャネルスイッチングモードの設定

FCエンドホストモードまたは FCスイッチモードを使用するようにファブリックインターコネ
クトを設定できます。デフォルトで、FIはエンドホストモードに設定されます。

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Centralがユーザをログアウ
トして、ファブリックインターコネクトを再起動します。クラスタ設定では、 Cisco UCS
Centralが両方のファブリックインターコネクトを順番に再起動します。 2つめのファブリッ
クインターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードに変更され、システムが使用で

きるようになるまでには数分間かかります。

（注）

ステップ 1 検索アイコンから [Fabric Interconnects]を選択します。
[All Fabric Interconnects]ページが表示されます。

ステップ 2 [All Fabric Interconnects]ページで、設定するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 3 FIの詳細ビューで、操作アイコンをクリックして、FCスイッチングモードを選択します。
エンドホストモードを使用している場合は、[Set FC Switching Mode]が表示されます。 FCスイッチング
モードを使用している場合は、[Set FC End-Host Mode]が表示されます。

ステップ 4 警告ページで [Yes]をクリックして、設定を変更し、FIを再起動します。

ピングループ

LAN ピングループ

Cisco UCSは LANピングループを使用して、サーバ上の vNICから、ファブリックインターコネ
クトのアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルに、イーサネットトラフィック

をピン接続します。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できま

す。
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サーバにピン接続を設定するには、LANピングループを vNICポリシーにインクルードする必要
があります。その後、vNICポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイルに
取り込まれます。 vNICからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して所定のアップ
リンクイーサネットポートに進みます。

vNICポリシーを使用してピングループがサーバインターフェイスに割り当てられていない場
合、CiscoUCSCentralはそのサーバインターフェイスからのトラフィックに対するアップリン
クイーサネットポートまたはポートチャネルを動的に選択します。この選択は永続的ではあ

りません。インターフェイスフラップまたはサーバのリブートの後は、そのサーバインター

フェイスからのトラフィックに対して別のアップリンクイーサネットポートまたはポート

チャネルが使用される可能性があります。

アップリンクが LANピングループに属している場合、そのアップリンクは所属グループ専用
に予約されているわけではありません。 LANピングループを指定していない他の vNICポリ
シーは、動的なアップリンクとしてそのアップリンクを使用できます。

（注）

SAN ピングループ

Cisco UCSでは、SANピングループを使用して、サーバ上の vHBAからのファイバチャネルト
ラフィックがファブリックインターコネクト上のアップリンクファイバチャネルポートへピン

接続されます。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できます。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ピン接続をサーバに設定するには、SANピングループを vHBAポリシーに含める必要がありま
す。その後、vHBAポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイルに取り込ま
れます。vHBAからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して、指定されたアップリ
ンクファイバチャネルへ移動します。

同じピングループを複数の vHBAポリシーに割り当てられます。したがって、vHBAごとに手動
でトラフィックをピン接続する必要はありません。

既存の SANピングループのターゲットインターフェイスを変更すると、そのピングループ
を使用するすべての vHBAのトラフィックが中断されます。ファイバチャネルプロトコルで
トラフィックを再びピン接続するために、ファブリックインターコネクトからログインとロ

グアウトが実行されます。

重要
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ピングループの作成

LANまたは SAN用のピングループを作成できます。

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Domains]を選択します。

ステップ 2 ピングループを作成するドメインをクリックします。

ステップ 3 ドメインページで、操作アイコンをクリックして、[Create Pin Group]を選択します。
これにより、[Create Pin Group]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [Basic]で、LANピングループと SANピングループのどちらを作成するかを選択します。

ステップ 5 [Name]とオプションの [Description]を入力します。

ステップ 6 [FabricATarget]で、手動でポートを選択するのか、既存のポートチャネルを選択するのかを選択します。

ステップ 7 [Manual]を選択した場合は、ポートを選択します。
LANピングループの場合は、イーサネットアップリンクポートのみが表示されます。 SANピングルー
プの場合は、FCアップリンクポートと FCoEアップリンクポートのみが表示されます。

ステップ 8 [Port Channel]を選択した場合は、既存のポートチャネルを選択します。
LANピングループの場合は、イーサネットポートチャネルのみが表示されます。 SANピングループの
場合は、FCポートチャネルと FCoEポートチャネルのみが表示されます。

ステップ 9 [Fabric B Target]で、ポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 10 [Create]をクリックします。

ポート設定ステータスの表示

ステップ 1 検索バーで、検索アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 表示するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 3 [Fabric Interconnect]ページで、[Ports]タブをクリックします。

ステップ 4 設定ステータスを表示するポートを選択します。

ステップ 5 右端の操作アイコンをクリックして、[Configuration Status]を選択します。
選択したポートの [Configuration Status]ページが表示されます。

ステップ 6 [Close]をクリックして、ウィンドウを閉じます。

Cisco UCS Director ストレージ管理ガイドリリース 1.4    
23

ポートとポートチャネル

ピングループの作成



   Cisco UCS Director ストレージ管理ガイドリリース 1.4
24

ポートとポートチャネル

ポート設定ステータスの表示



第 3 章

グローバル VSAN

• グローバル VSAN, 25 ページ

グローバル VSAN
Cisco UCSCentralを使用すれば、SANクラウド内のグローバルVSANまたはストレージクラウド
を定義することができます。 Cisco UCS Centralで作成されるグローバル VSANは、作成したファ
ブリックインターコネクトに固有です。ファブリック Aまたはファブリック Bのいずれか、あ
るいはファブリックAとファブリックBの両方にVSANを割り当てることができます。グローバ
ル VSANは Cisco UCS Centralの共通 VSANではありません。

グローバル VSANを参照するグローバルサービスプロファイルを Cisco UCS Centralに展開する
前に、Cisco UCS Managerでグローバル VSANの解決が行われます。グローバルサービスプロ
ファイルがグローバルVSANを参照し、そのVSANが存在しない場合、リソース不足が原因でそ
のグローバルサービスプロファイルの Cisco UCS Managerへの展開が失敗します。 Cisco UCS
Centralで作成されたすべてのグローバル VSANがそのグローバルサービスプロファイルの展開
前に解決されている必要があります。

グローバル VSANは、グローバル VSANへの参照を含むグローバルサービスプロファイルがそ
の UCSドメイン内に展開されていない場合でも、Cisco UCS Managerで使用できます。また、グ
ローバル VSANは、それを参照しているグローバルサービスプロファイルが削除されても、削
除されません。

Cisco UCS Managerインスタンスで使用可能なグローバルサービスプロファイルから参照されて
いるグローバルVSANは、明示的にドメイングループから削除されないかぎり、そのまま使用で
きます。 Cisco UCS Managerで、グローバル VSANをローカライズして、ローカル VSANとして
機能させることができます。グローバル VSANがローカライズされていない場合は、Cisco UCS
Managerから削除できません。

VSAN の作成または編集
次の予約済み範囲の IDを除き、IDが 1～ 4093の範囲の VSANを作成できます。
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• Cisco UCSドメインで FCスイッチモードを使用する予定の場合は、IDが 3040～ 4078の範
囲にある VSANを設定しないでください。

• Cisco UCSドメインで FCエンドホストモードを使用する予定の場合は、IDが 3840～ 4079
の範囲にある VSANを設定しないでください。

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の FCoE vLANと vLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
のvNICとアップリンクポートで重大な障害とトラフィックの中断が発生します。FCoEVLAN
IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップされ
ます。

VSANは、ドメイングループルートまたは特定のドメインで作成することができます。ファ
ブリックAまたはファブリック Bのいずれか、あるいはファブリックAとファブリック Bの
両方に VSANを割り当てることもできます。VSANを両方のファブリックに割り当てる場合
は、その両方に別々の VSAN IDと FCoE vLAN IDを設定する必要があります。

重要

VSANを作成したら、必要に応じて、[FabricZoning]、[Fabric]割り当て、[VSANID]、および [FCoE
vLAN ID]を編集できます。

ステップ 1 タスクバーで、「Create VSAN」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create vSAN]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 作成する VSANのタイプを選択します。
次のいずれかになります。

• [SAN]：ファブリックインターコネクトを外部スイッチに接続します。

• [Storage]：ストレージをファブリックインターコネクトに直接接続します。

ステップ 3 [Domain Group Location]をクリックして、この VSANを作成する場所を選択します。

ステップ 4 [Name]を入力します。
VSAN名は大文字と小文字が区別されます。

Cisco UCS Centralで VSANを作成する場合は、defaultという名前を使用しないでください。グ
ローバルデフォルト VSANを作成する場合は、名前として globalDefaultを使用できます。

重要

ステップ 5 （任意） [FC Zoning Settings]パネルの [Enabled]オプションボタンを選択して、ファイバチャネルゾー
ン分割を有効にします。

ファイバチャネルゾーン分割は次のどちらかにすることができます。

• [disabled]：アップストリームスイッチがファイバチャネルゾーン分割を設定および制御します。ま
たは、ファイバチャネルゾーン分割がこの VSANで実装されていません。

• [enabled]：VSANが導入されている場合に、Cisco UCSManagerがファイバチャネルゾーン分割を設
定して制御します。
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デフォルトではファイバチャネルゾーン分割は無効になっていま

す。

（注）

ステップ 6 この VSANを割り当てるファブリックを選択します。
VSANを両方のファブリックに割り当てる場合は、両方のファブリックの VSAN IDと FCoE VLAN IDを
入力します。そうでない場合は、選択した VSANの IDを割り当てます。

ステップ 7 [Create]をクリックします。
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第 4 章

vHBA 管理

• vHBAの概要, 29 ページ

vHBA の概要

vHBA テンプレートの作成または編集
特定の vHBAテンプレートを編集するには、検索バーで「vHBA Template」と入力して、編集す
る vHBAテンプレートを検索します。

グローバル vHBAは Cisco UCS Managerで作成されたローカルサービスプロファイルで使用
できます。

（注）

ステップ 1 タスクバーで、「Create vHBA Template」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create vHBA Template]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、vHBAテンプレートを作成する [Organization]を選択します。
a) [Name]と [Description]を入力します。
b) [Type]および [Fabric ID]のオプションを選択して、[Max Data Field Size(Bytes)]を入力します。

ステップ 3 [WWN Address Pool]をクリックして、WWNアドレスを選択します。
WWNアドレスプールを割り当てなかった場合は、システムがデフォルトを割り当てます。

ステップ 4 [vSANs]をクリックして、この vHBAテンプレートに使用する vSANを追加します。

ステップ 5 [Policies]をクリックします。
ポリシーが割り当てられていない場合は、ポリシーとピングループのぞれぞれをクリックします。右側

のドロップダウンをクリックして、関連するポリシーとピングループを表示し、この vHBAテンプレー
トに必要なものを選択します。
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ステップ 6 [Create]をクリックします。

ホストインターフェイス配置ポリシー

ホストインターフェイス配置ポリシーを使用すれば、vNICとvHBAのユーザ指定仮想ネットワー
クインターフェイス接続（vCon）の配置を指定することができます。

ホストインターフェイス配置ポリシーを作成するには、ホストインターフェイス配置ポリシーの

作成または編集, （30ページ）を参照してください。既存のポリシーの詳細が、[Host Interface
Placement Policy]ページに表示されます。

ホストインターフェイス配置ポリシーの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create Host Interface Placement Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create Host Interface Placement Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Organization]をクリックして、ポリシーを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [Virtual Slot Mapping Scheme]を選択します。
次のいずれかになります。

• [Linear Ordered]：仮想スロットが順番に割り当てられます。

• [Round Robin]：仮想スロットが順次割り当てられます。

ステップ 5 仮想スロットごとに [Virtual Slot Selection Preference]を選択します。
次のいずれかになります。

• [all]：設定されたすべての vNICと vHBAを割り当てることができます。これはデフォルトです。

• [assigned-only]：vNICと vHBAを明示的に割り当てる必要があります。

• [exclude-dynamic]：ダイナミック vNICおよび vHBAを割り当てることができません。

• [exclude-unassigned]：未割り当ての vNICおよび vHBAを割り当てることができません。

• [exclude-usnic]：usNIC vNICを割り当てることができません。

ステップ 6 [Create]をクリックします。
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vHBA の vCon への割り当て追加予定

デフォルト vHBA 動作ポリシー - 追加予定
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第 5 章

ストレージプール

この章は、次の項で構成されています。

• WWNプール, 33 ページ

WWN プール
WWNプールは、Cisco UCSドメイン内のファイバチャネル vHBAで使用されるWWNの集合で
す。 Cisco UCS Centralで作成されたWWNプールは、Cisco UCSドメイン間で共有できます。次
の独立したプールを作成します。

•サーバに割り当てられるWWノード名

• vHBAに割り当てられるWWポート名

• WWノード名とWWポート名の両方

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

サービスプロファイルでWWNプールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付けられ
たサーバで使用されるWWNを手動で設定する必要はありません。複数のテナントを実装するシ
ステムでは、WWNプールを使用して、各組織で使用されるWWNを制御できます。

WWNをブロック単位でプールに割り当てます。
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WWNN プール

WWNNプールは、WWノード名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWNN
のプールを含める場合、関連付けられたサーバには、そのプールからWWNNが割り当てられま
す。

WWPN プール

WWPNプールは、WWポート名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWPN
のプールを含める場合、関連付けられたサーバの各vHBA上のポートには、そのプールからWWPN
が割り当てられます。

WWxN プール

WWxNプールは、WWノード名およびWWポート名の両方を含むWWNプールです。ノードご
とにWWxNプールで作成されるポート数を指定できます。WWxNプールのプールサイズは、
ノードごとのポート数の倍数に 1を加えた数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7
個のポートがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63個の
ポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要があります。

WWN プールの作成と編集
WWNプールを作成したら、選択したWWNプールの総括ページで [Edit]アイコンを選択するこ
とによって、それを編集することができます。WWNプールを選択するには、[All Pools]ページ
にアクセスして、編集するWWNプールを選択します。このページから、選択したWWNプール
の総括ページにリダイレクトされます。

ステップ 1 タスクバーで、「Create WWN Pool」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create WWN Pool]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、次の手順を実行します。
a) [Organization]をクリックして、プールを作成する場所を選択します。
b) WWNプールの名前と説明を入力します。
c) [World Wide Name (WWN) Used For]領域で、次のいずれかを選択します。

• [Port (WWPN)]：プールがWWNNとWWPNの両方に使用されます。

• [Node (WWNN)]：プールがWWNNに使用されます。

• [Both (WWxN)]：プールがWWNNに使用されます。

ステップ 3 [WWN Blocks]で、次の手順を実行します。
a) [Create]アイコンをクリックします。
b) [WWN Block Start]列に、ブロック内の最初のWWNイニシエータを入力します。
c) [Size]列に、プール内のWWNイニシエータの総数を入力します。
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d) [Apply]アイコンをクリックします。
WWNプールに関連したその他のフィールドが表示されます。

e) [WWNs]タブをクリックすると、プール内のWWNアドレスの数、割り当てられたWWNアドレスの
数、重複するMACアドレス、およびWWNサマリーをグラフで表示できます。

f) [Access Control]で、このブロックに適用する ID範囲アクセスコントロールポリシーを選択します。
ポリシーが存在しない場合は、タスクバーで「Create ID Range Access Control Policy」と入力すること
によって、ポリシーを作成することができます。

ステップ 4 [Create]をクリックします。
別のプールを作成する場合は、5秒以上待つ必要がありま
す。

（注）

次の作業

• WWPNプールは、vHBAテンプレートにインクルードします。

•サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにWWNNプールを含め
ます。

•サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにWWxNプールを含めま
す。

プールの削除

プールを削除すると、Cisco UCS Centralが Cisco UCSManagerで vNICまたは vHBAに割り当てら
れた、そのプールからのアドレスを再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て

済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

ステップ 1 ナビゲーションバーで、検索アイコンをクリックして、[Pools]を選択します。
これにより、[All Pools]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Pool name]カラムで、削除するプールを探します。
次のいずれかの方法でプールを検索できます。

•プールのリストを参照します。

• [Search]アイコンをクリックして、プール名を入力します。

• [Filter]カラムからプールタイプを選択します。
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ステップ 3 プールをダブルクリックします。

これにより、選択されたプールの総括ページが開きます。

ステップ 4 削除アイコンをクリックします。

Cisco UCS Centralに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Delete]をクリックします。
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第 6 章

ストレージポリシー

この章は、次の項で構成されています。

• ファイバチャネルアダプタポリシー, 37 ページ

• SAN接続ポリシー, 39 ページ

• ストレージ接続ポリシー, 39 ページ

• ファイバチャネルのゾーン分割, 41 ページ

• ダイレクトアタッチドストレージ, 42 ページ

ファイバチャネルアダプタポリシー
ファイバチャネルアダプタポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のア

ダプタの動作を制御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を

変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトによるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Centralで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Centralで一致しない可能性があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。 Cisco UCS Centralでサポートされている最大 LUN数はこれよりも大
きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。CiscoUCSCentralでは、この値をミリ秒で設定します。そのため、
Cisco UCS Centralで 5500ミリ秒の値は、SANsurferでは 5秒として表示されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。Cisco UCSCentralでは、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco UCS
Centralで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

Cisco UCSには、デフォルトで、ファイバチャネルアダプタポリシーのセットが用意されていま
す。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレーティングシステムにおける

推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらのポリシーに影響されます。

通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求します。ベンダーが提供して

いるサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

（注）

ファイバチャネルアダプタポリシーの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create Fibre Channel Adapter Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create Fibre Channel Adapter Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、[Organization]をクリックして、このポリシーを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。
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ステップ 4 [Resources]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。

ステップ 5 [Settings]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。

ステップ 6 [Create]をクリックします。

SAN 接続ポリシー
SAN接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバとSANの間の接続およびネットワーク通信リソー
スを決定します。このポリシーは、プールを使用してWWNおよびWWPNをサーバに割り当て、
サーバがネットワークと通信するために使用する vHBAを識別します。

また、このポリシーは、サービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレートに含ま

れており、複数のサーバの設定に使用できます。そのため、接続ポリシー内で静的な IDを使
用することは推奨されません。

（注）

SAN 接続ポリシーの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create SAN Connectivity Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create SAN Connectivity Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、[Organization]をクリックして、ポリシーを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [Identifiers]で、WWNNプールを選択します。
詳細については、WWNプールの作成と編集, （34ページ）を参照してください。

ステップ 5 [vHBAs]で、1つ以上の vHBAを作成して、プロパティを選択します。
vHBAを手動で作成することも、vHBAテンプレートを使用することもできます。

ステップ 6 [Create]をクリックします。

ストレージ接続ポリシー
ストレージ接続ポリシーには、ファイバチャネルゾーン分割の設定に使用するストレージアレ

イ上のターゲットストレージポートのコレクションが含まれています。
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Cisco UCS Centralで、組織内のストレージ接続ポリシーを作成できます。

ストレージ接続ポリシーの作成または編集

はじめる前に

ステップ 1 タスクバーで、「Create Storage Connection Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create Storage Connection Policy]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 2 [Basic]で、ドロップダウンから [Organization]を選択します。
a) このポリシーの [Name]とオプションの [Description]を入力します。
b) [Zoning Type]を選択します。次のいずれかになります。

• [None]：FCゾーン分割は設定されません。

• [Single Initiator Single Target]：システムが自動的に vHBAとストレージポートのペアごとに 1つ
ずつゾーンを作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれます。ゾーンの数がサポートされ
る最大数を超える見込みがない場合は、このタイプのゾーン分割を設定することをお勧めします。

これはデフォルトです。

• [Single InitiatorMultiple Targets]：システムが自動的に vHBAごとに 1つずつゾーンを作成します。
ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想される場合は、このタ

イプのゾーン分割を設定することを推奨します。

ステップ 3 [Endpoints]をクリックして、プラス記号をクリックし、[WWPN]を追加します。
WWPNは、ファイバチャネルまたは FCoEのストレージアレイ上で設定された LUNにアクセスするた
めにサーバが使用する、そのストレージアレイ上の物理ターゲットポートに割り当てられます。

a) [FC Target Endpoints] > [Basic]タブで、オプションの説明を入力し、[Path]フィールドでファブリック
インターコネクトを選択します。

デフォルトで、ファブリックインターコネクトAはターゲットエンドポイントとの通信に使用されま
す。

b) [FC Target Endpoints] > [VSAN]タブで、FIポートに関連付けられた VSANとターゲットエンドポイン
トを選択します。

ステップ 4 [Create]をクリックします。
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次の作業

ファイバチャネルのゾーン分割
ファイバチャネル（FC）ゾーン分割によって、ファイバチャネルファブリックを1つ以上のゾー
ンに区切ることができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できる FCイニシエータと FCター
ゲットのセットが定義されます。

ゾーン分割がもたらすアクセス制御とデータトラフィック制御によって以下が可能になります。

• SANネットワークセキュリティの強化

•データの損失や破損の防止

•パフォーマンス問題の軽減

Cisco UCS Central FCゾーン分割は、ダイレクトアタッチドストレージとローカルゾーン分割の
組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEストレージがファブリックインターコネクトに
直接接続され、ゾーン分割が Cisco UCS Centralで Cisco UCSローカルゾーン分割を使用して実行
されます。

ゾーニングの設定

このダイアログボックスは、選択されたグローバルサービスプロファイルまたはサービスプ

ロファイルテンプレートに SAN接続ポリシーが関連付けられている場合は読み取り専用にな
ります。

（注）

ステップ 1 [Service Profile]ページまたは [Service Profile Template]ページで、[Settings]アイコンをクリックします。

ステップ 2 [Configure Zoning]をクリックします。
これにより、[Configure Zoning]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 プラスアイコンをクリックして新しい vHBAイニシエータグループを追加し、そのグループに使用する
名前を入力します。

ステップ 4 [Basic]に、オプションの説明を入力します。

ステップ 5 [vHBA Initiators]で、追加する vHBAイニシエータを選択します。

ステップ 6 [Storage Connection Policy]で、使用するポリシーを選択します。

ステップ 7 [Save]をクリックします。
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ダイレクトアタッチドストレージ
ダイレクトアタッチドストレージ（DAS）は、FCストレージポートを使用して、ファブリック
インターコネクト上のポートに FCストレージデバイスを接続します。

ダイレクトアタッチドストレージの設定

ステップ 1 FIが FCスイッチモードで設定されていることを確認します。

ステップ 2 ストレージクラウドで VSANを作成します。

ステップ 3 ポートロールを FCスイッチモードに設定します。

ステップ 4 次の手順を実行して、ストレージポートWWPNがファブリックインターコネクトにログインしているこ
とを確認します。

a) セキュアシェル（SSH）経由でログインするか、プライマリ FI上の UCS仮想 IP（VIP）への Telnet接
続を確立します。

b) connect nxos { a | b }コマンドを入力します。ここで、a | bは FI Aまたは FI Bを表します。
c) show flogi database vsanvsan IDコマンドを入力します。ここで、vsan IDは VSANの識別子です。

ステップ 5 ストレージ接続ポリシーを作成します。

ステップ 6 作成したストレージ接続ポリシーを使用するサービスプロファイルを作成します。

ステップ 7 サービスプロファイルをサーバに関連付けます。
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第 7 章

ストレージプロファイル

この章は、次の項で構成されています。

• ストレージプロファイル, 43 ページ

• ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー, 49 ページ

ストレージプロファイル
ストレージプロファイルを作成して使用することで、ストレージディスクの数、これらのディス

クのロールと用途、およびその他のストレージパラメータを柔軟に定義できます。ストレージ

プロファイルには、1つ以上のサービスプロファイルのストレージ要件がカプセル化されます。
ストレージプロファイルで設定されたLUNは、ブートLUNまたはデータLUNとして使用でき、
また特定のサーバ専用にすることができます。さらに、ローカル LUNをブートデバイスとして
指定することも可能です。

ストレージプロファイルを使用すれば、次の操作を実行できます。

•複数の仮想ドライブを設定して、仮想ドライブで使用される物理ドライブを選択する。

•仮想ドライブのストレージ容量を設定する。

•ディスクグループ内のディスクの台数、タイプ、および役割を設定する。

•ストレージプロファイルをサービスプロファイルに関連付けることができます。

LUNのサイズ変更はサポートされません。（注）
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仮想ドライブ

1つのディスクグループは、複数の仮想ドライブにパーティション分割できます。その場合、オ
ペレーティングシステムには各仮想ドライブが個別の物理デバイスとして表されます。

ディスクグループのすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用し
て管理する必要があります。

設定状態

[Configuration States]には、仮想ドライブの設定状態が示されます。仮想ドライブの設定状態は次
のいずれかになります。

• [Applying]：仮想ドライブを作成中です。

• [Applied]：仮想ドライブの作成が完了したか、仮想ディスクポリシーの変更が設定されて正
常に適用されました。

• [Failed to apply]：基礎となるストレージサブシステムで発生したエラーにより、仮想ドライ
ブの作成、削除、または名前変更が失敗しました。

• [Orphaned]：この仮想ドライブを含むサービスプロファイルが削除されるか、サービスプロ
ファイルとストレージプロファイルの関連付けが解除されます。

• [Not in use]：この仮想ドライブが含まれていたサービスプロファイルが何にも関連付けられ
ていない状態になっています。

展開状態

[Deployment States]には、仮想ドライブで実行中のアクションが示されます。仮想ドライブの展
開状態は次のいずれかになります。

• [No action]：仮想ドライブに対して保留中の作業項目はありません。

• [Creating]：仮想ドライブを作成中です。

• [Deleting]：仮想ドライブを削除中です。

• [Modifying]：仮想ドライブを変更中です。

• [Apply-Failed]：仮想ドライブの作成または変更が失敗しました。

動作状態

[Operability States]には、仮想ドライブの動作状態が示されます。仮想ドライブの動作状態は次の
いずれかになります。

• [Optimal]：仮想ドライブの動作状態は正常です。設定されているすべてのドライブがオンラ
インです。

• [Degraded]：仮想ドライブの動作状態は最適ではありません。設定されたドライブのいずれ
かに障害が発生したか、オフラインの状態です。
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• [Cache-degraded]：仮想ドライブはWrite Back Good BBUモードの書き込みポリシーを使用し
て作成されましたが、BBUに障害が発生したか、BBUが存在しません。

Always Write Backモードを選択した場合は、この状態になりません。（注）

• [Partially degraded]：RAID 6仮想ドライブの動作状態が最適ではありません。設定されたド
ライブのいずれかに障害が発生したか、オフラインの状態です。 RAID 6は、最大 2つのド
ライブ障害を許容できます。

• [Offline]：仮想ドライブが、RAIDコントローラで使用できません。これは基本的に障害状
態です。

• [Unknown]：仮想ドライブの状態は不明です。

プレゼンスステータス

[PresenceStates]には、仮想ドライブコンポーネントのプレゼンスが示されます。仮想ドライブの
プレゼンスステータスは次のいずれになります。

• [Equipped]：仮想ドライブを利用できます。

• [Mismatched]：仮想ドライブの展開状態が、その仮想ドライブに設定されている状態と異な
ります。

• [Missing]：仮想ドライブがありません。

仮想ドライブの命名

Cisco UCS Centralを使用して仮想ドライブを作成すると、Cisco UCS Centralがその仮想ドライブ
に固有 IDを割り当てます。以降の操作では、この IDを使用して確実に仮想ドライブを識別でき
ます。 Cisco UCS Centralでは、サービスプロファイルを関連付ける時点で仮想ドライブに柔軟に
名前を付けられるようにもなっています。サービスプロファイルまたはサーバによって参照され

ていない仮想ドライブは、いずれも孤立した仮想ドライブとしてマークされます。

固有 IDに加え、名前がドライブに割り当てられます。名前は、次の 2つの方法で割り当てられ
ます。

•仮想ドライブを設定する際に、ストレージプロファイルで参照できる名前を、ユーザが明示
的に割り当てることができます。

•ユーザが仮想ドライブの名前をプロビジョニングしなかった場合、Cisco UCS Centralが仮想
ドライブの一意の名前を生成します。

サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブの名前は変更するこ

とができます。
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RAID レベル
ディスクグループの RAIDレベルは、可用性、データの冗長性、および I/Oパフォーマンスの確
保を目的とした、ディスクグループでのデータの編成方法を表します。

RAIDにより、次の機能が提供されます。

•ストライピング：複数の物理デバイスでデータをセグメント化します。これにより、デバイ
スの同時アクセスが可能になり、スループットが向上するため、パフォーマンスが向上しま

す。

•ミラーリング：同じデータを複数のデバイスに書き込んで、データの冗長性を実現します。

•パリティ：デバイスで障害が発生した場合にエラーを修正できるよう、追加のデバイスに冗
長データを保管します。パリティによって完全な冗長性が実現されることはありませんが、

シナリオによってはエラーリカバリが可能になります。

•スパニング：複数のドライブが 1つの大きなドライブであるかのように機能できます。たと
えば、4台の 20 GBドライブを結合して、1台の 80 GBドライブのようにすることができま
す。

サポートされている RAIDレベルは次のとおりです。

• RAID0Striped：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループット
を提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生した
場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さい方
の空き容量に等しくなります。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各ディ
スクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ情報が

格納されます。 RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ
スループットを提供します。

RAID5は、RAID-5グループに属する複数のディスクにパリティデータブロックを配分しま
す。RAID 5には、3台以上のディスクが必要です。

• RAID 6 Striped Dual Parity：アレイのすべてのディスクにデータをストライプ化し、2つのパ
リティデータセットを使用して、最大 2台の物理ディスクの障害に対する保護を提供しま
す。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

2つ目のパリティブロックが追加される点を除けば、RAID 6は RAID 5と同じです。 RAID
6には 4台以上のディスクが必要です。

• RAID 10Mirrored and Striped：RAID 10はミラーリングされたディスクのペアを使用して完全
なデータ冗長性を提供し、ブロックレベルのストライピングによって高度なスループット

レートを実現します。RAID10は、パリティおよびブロックレベルのストライピングを使用
しないミラーリングを行います。 RAID 10には 4台以上のディスクが必要です。
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• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたパリティディスク
セットにストライプ化され、高いスループットと複数ディスク故障耐性を提供します。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたパリティディス
クセットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク故障耐性を提供します。

サポートされている LUN の変更
LUNが関連付けられたサーバにすでに展開されているとしても、LUN設定に対する一部の変更は
サポートされます。

次のタイプの変更を行うことができます。

•新しい仮想ドライブの作成。

•孤立した状態にある既存の仮想ドライブの削除。

•既存の仮想ドライブに対する、再構成を伴わない変更。次の変更は、データ損失やパフォー
マンスの低下を伴わずに既存の仮想ドライブに対して行うことができます。

•ポリシーの変更。たとえば、キャッシュ書き込みポリシーを変更するなどです。

•ブートパラメータの変更

LUNを削除すると、警告が表示されます。データ損失を回避するための措置を取ってください。

サポートされていない LUN の変更
既存のLUNに対する変更の中には、元の仮想ドライブを破棄して新しい仮想ドライブ作成しなけ
れば適用できない変更があります。その場合、すべてのデータが失われるため、そのような変更

はサポートされていません。

再構成を伴う既存の仮想ドライブに対する変更はサポートされていません。サポートされていな

い、再構成を伴う変更は次のとおりです。

•再構成を通して可能となる、サポートされている任意の RAIDレベルの変更。たとえば、
RAID0から RAID1への変更です。

•再構成を通した仮想ドライブのサイズ増加。

•再構成を通したディスクの追加および削除。

破壊的変更もサポートされていません。サポートされていない破壊的変更は次のとおりです。

•再構成をサポートしないRAIDレベルの変更。たとえば、RAID5からRAID1への変更です。

•仮想ドライブのサイズ縮小。

•同じドライブグループに他の仮想ドライブが存在する状況における、再構成をサポートする
RAIDレベルの変更。
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•ディスクドライブに仮想ドライブを収容するだけのスペースが残っていない場合のディスク
の削除。

•仮想ドライブで使用しているディスクセットの明示的変更。

LUN の参照解除
LUNを使用するサービスプロファイルがなくなると、LUNの参照は解除されます。 LUNの参照
解除は、次のシナリオの一環として行われる場合があります。

• LUNがストレージプロファイルから参照されなくなった。

•ストレージプロファイルがサービスプロファイルから参照されなくなった。

•サーバの関連付けがサービスプロファイルから解除された。

•サーバが稼働停止された。

LUNが参照されなくなっても、サーバがまだ関連付けられている場合は、再関連付けが行われま
す。 LUNが含まれていたサービスプロファイルの関連付けが解除されると、LUNの状態は [Not
in Use]に変更されます。 LUNが含まれていたサービスプロファイルが削除されると、LUNの状
態は [Orphaned]に変更されます。サーバを使用停止にすると、そのサーバに関連付けられたすべ
ての LUNの状態が [Not in use]または [Orphaned]に変更されます。ただし、実際の LUNを削除
するためのアクションは実行されません。

ストレージプロファイルの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create Storage Profile」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create Storage Profile]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、[Organization]をクリックして、ストレージプロファイルを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 ストレージプロファイルを適用するサーバタイプを選択します。

ステップ 5 [Local LUNs]で、[Add]をクリックして、新しいローカル LUNを追加します。

ステップ 6 [Basic]タブで、次の手順を実行します。
a) サイズを GB単位で入力します。
サイズは 1～ 10240 GBにする必要があります。

b) ローカル LUNの自動導入を可能にするかどうかを選択します。
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c) このLUNは使用可能なディスクグループ全体を使用するように展開可能かどうかを選択します。サー
ビスプロファイルごとに、このオプションを使用できる LUNは 1つだけです。

ステップ 7 [Disk Group]タブで、適用する [Disk Group Configuration Policy]を選択します。

ステップ 8 [Controller Defs]で、[Add]をクリックします。

ステップ 9 このローカルディスクポリシーを使用するサービスプロファイルが、物理ディスク設定が異なるサーバ

に関連付けられないようにするためにこの設定保護をイネーブルにします。

サービスプロファイルに設定保護がイネーブルになっているローカルディスクポリシーが含まれてお

り、そのサービスプロファイルをローカルディスク設定が異なるディスクを含むサーバに関連付けよう

とすると、その関連付けは、設定不一致エラーで失敗します。

設定保護をイネーブルにして、ローカルディスク上に存在するデータを保護することをお勧めし

ます。ディセーブルにした場合は、ローカルディスク設定ポリシーと一致しないすべての既存の

ボリュームが削除されます。

注意

ステップ 10 RAIDレベルを設定します。

ステップ 11 [Create]をクリックします。

ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー
シャーシ内のサーバは、そのシャーシ内で集中管理されたストレージを使用することができます。

ストレージに使用するディスクを選択して設定できます。これらの物理ディスクの論理集合を

ディスクグループと言います。ディスクグループを使用すれば、ローカルディスクを整理でき

ます。ストレージコントローラがディスクグループの作成と設定を制御します。

ディスクグループ設定ポリシーはディスクグループの作成方法と設定方法を定義したものです。

このポリシーで、ディスクグループに使用する RAIDレベルを指定します。また、ディスクグ
ループのディスク、およびディスクのロールを手動で選択するか、自動で選択するかどうかも指

定します。 1つのディスクグループポリシーを使用して、複数のディスクグループを管理でき
ます。ただし、1つのディスクグループを複数のディスクグループポリシーで管理することは
できません。

ディスクグループ設定ポリシーの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create Disk Group Configuration Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create Disk Group Configuration Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、[Organization]をクリックして、ディスクグループ設定ポリシーを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
大文字と小文字が区別されます。
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ステップ 4 [Raid Level]を選択します。
次のいずれかになります。

•プラットフォームのデフォルト

• Simple

• RAID

• RAID 0ストライプ

• RAID 1ミラー

• RAID 5ストライプパリティ

• RAID 6ストライプ化デュアルパリティ

• RAID 10ミラー &ストライプ

• RAID 50ストライプパリティ &ストライプ

• RAID 60ストライプデュアルパリティ &ストライプ

ステップ 5 [Disk Group]で、[Drive Type]を選択して、ドライブ情報の値を入力し、残りのディスクを使用するかどう
かを選択します。

ステップ 6 [Virtual Drive]アイコンで、必要に応じてフィールドに値を入力します。

ステップ 7 [Create]をクリックします。
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